をつ かまえて きて、 それ を だいて、 ほおずり してやり 

ながら、 まず はじめの ひきがえるに こういい ました。 

「エリ ー ザが お湯に はいりに 来たら、 あたまの 上に 

のって おやり。 そうすると、 あの 子 はお まえのような 

ばかにな るだろう よ 。」 

それから 二 ひきめの ひきがえるに むかって、 こうい 

いました。 

「あの 子の ひたいに のって おやり、 そうすると あの 子 

は、 おまえの ような みっともない 顔に なって、 もう、 

おとう さまに だ つ て 見分けが つかなくなる だろう よ I 

I ご 



それから、 三び きめの ひきがえるに ささやきました 

〔# 「ささやきました」 は 底本で は 「ささや さました」 u。 

「あの 子の 胸の 上に のって おやり。 そうすると、 あの 

しょうね 

子に わるい 性根が うつって、 そのため くるしい めにあ 

うだろうよ。」 

こういって、 ぉ妃 は、 三び きの ひきがえる を、 きれ 

いなお 湯の なかには なします と、 お湯 は、 たちまち、 

どろん としたみ どリ 色に かわりました。 そこで エリ— 

ザ を よんで、 着物 をぬ がせて、 お湯の なかには いらせ 

ました。 エリ ー ザが お湯に つかり ますと、 ーぴ きの ひ 

きがえる は 髪の 上に のりました。 一 一 ひきめの ひきが え 



とても 魔法の 力に はおよ ばなかった のです。 

どこまでも いじの わるい ぉ妃 は、 それ をみ ると、 こ 

んどは エリ ー ザのから だ をく るみの 汁で こすりました _ 

それ はこの 王女 を 土色に よごす ためでした。 そうして 

顔に いやな においの する 油 をぬ つて、 うつくしい 髪の 

毛 も、 もじゃもじゃに ふりみださせました。 これで も 

う、 あの かわいらしい エリ— ザの おもかげ は、 どこに 

も みられ なくなりました。 

ですから、 おとう さま は 王女 をみ ると、 すっかりお 

どろいて しまいました。 そうして、 こんな もの はむ す 

めで はない といい ました。 もう たれ も 見分ける もの は 



たりと はありませんでした。 それから、 また 着物 を 着 

て、 ながい 髪の毛 を もとの ように 編んで から、 こんど 

は そこに ふきだし ている 泉のと ころへ いって、 手の ひ 

らに水 をう けての みました。 それから また、 どこへ い 

くと いう あても なしに、 森の なか を さらに 奥ぶ かく、 

さまよい あるきました。 エリ ー ザ はなつ かしい おにい 

さまた ちの こと をかん がえ ました。 けっして おみすて 

にならない 神 さまの こと を おもいました。 ほんとうに 

神 さま は、 そこへ 野生の りんごの 木 をなら せて、 空腹 

をし のがせて くださいました。 神 さま は エリ— ザに、 

なかで も いっぱい なった りんご 〔# 「りんご」 は 底本で 



と、 いもうと もい いました。 こうして きょうだ いは、 

ひと 晚 じゅう 話 をして、 ほんの 二、 三時 間う とうとし 

ん J i こ， で ) ，， こ。 

エリ— ザ はふと、 あたまの 上で はくちょうの 翼が ば 

さば さ 鳴る 音で 目が さめました。 きょうだ いたち はま 

た 姿 を 変えられて いました。 やがて みんな は 大きな 輪 

をつ くって とんで いきました。 けれども そのな かで ひ 

とリ、 いちばん 年下のお にい さま だけが、 あとに のこ つ 

ていました。 その はくちよ うは、 あたま を、 いもうと 

の ひざのう えに のせて いました。 こうして、 まる 一日 

ふたり はいつ しょに なって いました。 夕方に なると、 



のが 目に はいらない ものです から、 心配そう な 顔 をし 

ていました。 はくちょう たちが よけい はげしく 羽ばた 

きし はじめた ように おもわれました。 ああ、 おにい さ 

またち みんなが 〔# 「みんなが」 は 底本で は 「みんな か 匕、 

おもいきって 早くと ぶこと もで きないの は、 エリ ー ザ 

のた めだった のです。 やがてお 日 さまが しずむ と、 み 

んなは 人間に かえって 滝の なかに 落ちて おぼれな けれ 

ばな りません。 そのと き、 エリ ー ザ はこ ころの 底から、 

お 祈の ことば をと なえました。 でも まだ 岩 はみ つかり 

ません。 まっくろな 雲が むくむ く 近よ つて 来ました。 

やがて それ は 大きな きみ わるく 黒い 雲の 山に な つ て、 



お 日 さまが いよいよ 高く 高く のぼった とき、 エリ 1 

ザ は 目の まえに、 山ば かりの 国が 半分 空のう えに 浮い 

ている の をみ つけました。 その 山の いただきに は、 

まっしろに 光る 氷の かたまりが そびえ、 そのまん なか 

に、 なん マイル もあろう と おもわれ るお 城が 立って い 

て、 その まわりに きらびやかな 柱が いくつ もい くつ も 

ならんで いました。 エリ ー ザ はこれ がみん なのい こう 

とする 国な のかと たずねました。 けれど はくちょうた 

ち は 首 を ふりました。 なぜと いうに エリ— ザの 今み た 

の は、 しんきろうと いって りっぱに 見えても、 それ は 



ぎって、 みどり 色の 麻 を それから 取りました。 

お 日 さまが しずむ と、 おにい さまた ち はかえ つて 来 

ました。 いもうと 〔# 「いもうと」 は 底本で は 「いもう 匕 

がお しにな つたの をみ て、 みんなび つくりし ました。 

これ も わるい まま 母が かわった 魔法 を かけた のだろう 

と おもいました。 でも、 いもうとの 手 をみ て、 じぶん 

たちの ためにして くれてい るの だと わかる と、 末のお 

にい さま は 泣きました。 このお にい さまの 涙の しずく 

が 落ちる と、 もう 痛みが なくなって、 手の 上の やけど 

の あと も 消えて しまいました。 

エリ— ザ は 夜 もせ つ せと 仕事に かか つ ていました。 



ば を 口に だしても、 おにい さまた ちの 命に かかわる こ 

とでした から、 くちびる はかた くむ すんで、 あくまで 

おし をつ づけました。 でも その 目 は、 やさしい、 りつ 

ぱな王 さま を このましく おもって みていました。 王 さ 

ま は 〔# 「は」 は 底本で は 「ほ 匕 エリ ー ザの ために は、 

どんな ことで もなさい ました。 それで エリ ー ザ も、 一 

日、 一日と、 日が たつに したがって、 ありったけの 心 

を かたむけて、 王 さま を だいじに する ようになり まし 

た。 ああ、 それ を 口に だして 王 さまに うちあける こと 

がで きたら、 そして 心の かなしみ を かたる ことができ 

たら、 どんなに うれしい ことでしょう。 けれどい ま は 



「ああ、 わたしの 心に いだく 苦しみに くらべて は、 指 

の 痛みぐ らいなん だろう ごと、 エリ ー ザ はお もい まし 

た。 「わたし はどうし たって それ をし なければ ならな 

い。 そうすれば 神 さまのお たすけが きっと あるに ちが 

ヽ *k ヽ o 一 

レ< ？レ 」 

それ こそ まるでな にか 悪事で も くわだてて いるよう 

に、 胸 を ふるわせながら、 エリ ー ザ は 月夜の 晚、 そつ 

なみきみち 

とお 庭へ ぬけだして、 長い 並木道 をと おって、 さびし 

い 通 をい くつかぬ けて、 お 寺の 墓地へ でて いきました。 

すると、 そこの いちばん 大きな 墓石の 上に、 血 を 吸う 

女 鬼の むれが すわって いるの をみ つけました。 このい 



は、 ほかの ひとたちの ねむって いると きに、 ひと リ目 

を さまして いるので す。 そこで 今夜の こと をみ とどけ 

たうえ は、 いよいよ じぶんの かんがえが 正しかった と 

きさき 

おもいました。 こんな こと はお 妃 たる ものの すべき 

ことで はない。 女 はたし かに 魔女だった の だ。 だから 

ああして 王 さまと 人民 を 迷わした の だと、 かんがえ ま 

した。 

お 寺の 懺悔 座で、 大僧正 は 王 さまに、 じぶんの 見た 

ことと、 おもって いる ことと を 話しました。 ひどい の 

ろい のことば が、 大僧正の 口から はきだされ ると、 〔# 

「」 は 底本で は 「。匕 お 寺の なかの 昔のお 上人 たちの 像 



毎晚、 おなじ こと をし ました。 そのたび に そっと、 あ 

と をつ けて いって、 エリ ー ザが れいの ほら 穴のへ やに 

姿 を かくして しまう ところ をみ とどけました。 

日一日と、 王 さまの 顔 はくらく、 くらくな りました。 

エリ— ザ は それ をみ つけて、 それが なぜか わけ はわ か 

りません が、 心配で なりませんでした。 そのうえ、 〔# 

「」 は 底本で は 「。匕 きょうだ いたちの こと を 心の なか 

でお もって 苦しんで いました。 エリ ー ザの あつい 涙 は、 

むらさき ぎぬ 

ぉ妃の 着る びろうどと 紫 絹 の 服のう えに ながれて、 

ダイヤモンド のように かがやいて みえました。 その 

りっぱな よそおい をみ る もの は、 たれ もお 妃 になり た 



いとうら やみました。 そうこう する うちに、 エリ ー ザ 

のし ごと も いつしか あがって いきました。 あとた つた 

一 枚の くさりかたびらが 出来 かけの ままで いる だけで 

した。 一本の イラ クサ ももう のこって いませんで した。 

そこでもう いちど、 行きお さめに お 寺の 墓地へ いって、 

ほんの ひとつかみの 草 をぬ いて 〔# 「ぬいて」 は 底本で 

は 「ねいて 匕 こなければ なりません。 さすがに エリ— 

ザ も、 ひとりぼっち くらやみ のなか をい くこと と、 あ 

の おそろしい 魔物に 出 あう こと をかん がえ ると、 心が 

おくれました。 けれども 神 さまに たよる 信心の かたい 

ように、 エリ ー ザの 決心 はあくまで も かたい もので し 



へ 引きました。 

「あれ は 天のお さとし だ。 きっと あの 女に は 罪 はない 

の だ ご と、 おおぜいの ものが ささやきました。 けれど、 

たれ も それ を 大きな 声で はっきりと いいきる もの は あ 

りませんでした。 

そのと き、 役人が 来て、 〔# 「ご は 底本で は 「。匕 ェ 

リ— ザの 手 をお さえました。 そこで、 エリ— ザ は あわ 

てて、 十一 枚の くさりかたびら を はくちょう たちのう 

えに なげかけました。 すると、 すぐ 十一 人の りっぱな 

王子が、 すっと そこに 立ちました。 けれどい ちばん 末 

のおに いさま だけ は 片手な くって、 そのかわりに はく 
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